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流域下水道事業 経営実行プランの取組状況について 

 

 

１ 要旨 

流域下水道事業経営実行プラン（以下「プラン」という。）の令和６年度末の取組状況を

報告する。 

 

２ 現状・背景 

○ 令和４年度に取りまとめた「流域下水道事業会計の今後の見通し（10年間）」を踏まえ、

収支改善や投資規模の適正化に着実に取り組むため、令和５年 10月に、経営実行プラン

（期間：令和５～９年度）を策定した。 

 【プランの概要】 

  目指す姿：健全な経営を確保し、将来にわたって安全安心で適切な下水処理サービス

を提供できている 

  目 標 等：経営面や施設管理面の定量的な目標を設定し、その達成に向けた具体的な

取組を推進する 

〇 プランの実行にあたっては、流域関連市町と連携・協力しながら、目標達成に向けた

具体的な取組を推進することとしている。 

 

３ 取組の総括 

  令和６年度はプランの取組を着実に実行し、目標達成に向けて概ね順調に推移してい

る。 

（１）目標指標の状況  ※各指標等の詳細は資料１のとおり 

≪目標１≫健全な経営の確保 

目標指標（KGI） R5実績 R6見込※1 R6実績 R9目標 

１経常収支比率(％) 100 100 101 100 以上 

２企業債残高対事業規模比率(％) 186 163 171 160 以下 

３流動比率(％) 97 97 101 100 以上 

※1 R6見込は、プラン策定時（R5.10月）の令和６年度の見込み 

 

≪目標２≫安全安心で適切な下水処理 

目標指標（KGI） R5実績 R6見込※1 R6実績 R9目標 

４放流水の水質基準適合率(％)※2 100 100 100 100 

５健全度の低い施設数※2 0 0 0 0 

６基幹施設の耐震化率(％) 50 62 65 85 

※1 R6見込は、プラン策定時（R5.10月）の令和６年度の見込み 
※2 令和９年度までに達成する目標ではなく、毎年度達成する目標値  
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（２）目標達成に向けた取組状況  ※各取組の詳細は資料２のとおり 

項 目 主な取組内容（令和６年度） 
進捗状況

の評価 

《目標１》健全な経営の確保 

 取組１ 流域下水道への

接続の推進 

○施設の統合に向けた設計のほか、統合に向けた

概略検討や関係者協議を実施 

概ね順調 

取組２ 下水道資源の 

有効活用 

○消化ガス発電事業及び汚泥固形燃料化事業を

継続実施 

○各浄化センターの汚泥について、市場ニーズ等

を踏まえ今後の汚泥処分について整理 

○各浄化センターの未利用地について、今後の事

業への活用見込み等を踏まえ利活用策を整理 

順調 

取組３ ストックマネジ

メントの推進 

○36 施設中、７施設の更新が完了し、７施設の

更新に着手 

○R7に工事着手する管路更生の設計を実施 

概ね順調 

取組４ 新たな管理運営

手法の導入 

○県における管理運営の見直しの考え方（体制・

手法）や見直しによる効果などの検討状況を取

りまとめた 

概ね順調 

取組５ 下水道ＤＸの推

進 

○管路情報（位置、管種等）をデータ化し、管路

管理システムを構築 

概ね順調 

《目標２》安全安心で適切な下水処理 

 取組６ 水質基準の遵守 ○水量や水質の状況変化に応じた適切な下水処

理を実施 

順調 

取組３ 

(再掲) 

ストックマネジ

メントの推進 

○36 施設中、７施設の更新が完了し、７施設の

更新に着手 

○R7に工事着手する管路更生の設計を実施 

概ね順調 

取組７ 地震対策の推進 ○26 施設中、17 施設の対策が完了し、５施設の

地震対策に着手 

○新たに耐震化計画（R7～R11）を策定 

概ね順調 

 

４ 今後の取組 

○ 引き続き、流域関連市町と連携・協力しながら、プランに掲げる令和９年度の目標達

成に向けて、具体的な取組を着実に実行していく。 
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資料１ 目標指標及び収支状況 

１ 目標指標の状況 

全ての指標において、令和９年度の目標達成に向けて概ね順調に推移している。 

《目標１》健全な経営の確保 

目標指標（KGI） 

○ 経常収支比率及び流動比率は、Ｒ６見込を達成した。 

○ 企業債残高対事業規模比率は、維持管理負担金の減少による営業収益の減によりＲ

６見込を下回った。 

区  分 R5 実績 R6 見込※１ R6 実績 R9 目標 

１経常収支比率(％) 
（経常収益／経常費用） 100 100 101 100 以上 

２企業債残高対事業規模比率(％) 
（企業債残高／営業収益） 186 163 171 160 以下 

３流動比率(％) 
（流動資産／流動負債） 97 97 101 100 以上 

※１ R6見込は、プラン策定時（R5.10月）の令和６年度の見込み 

中間指標（KPI） 

○ 汚水処理原価は、汚水処理量あたりの汚泥処理費用の増などによりＲ６見込を下回

った。 

○ 施設利用率は、一部の流域関連市町の汚水量がＲ６見込みを下回った影響により、

下回った。 

○ 企業債残高は、Ｒ６見込を達成した。 

区  分 R5 実績 R6 見込※１ R6 実績 R9 目標 

①汚水処理原価（円/㎥） 
（維持管理費等／汚水処理量） 117 112 114 112 以下 

②施設利用率(％) 
（汚水処理量／施設能力） 54.8 60.1 55.7 61.2 

③企業債残高（百万円） 12,594 12,485 12,012 12,863 
※１ R6見込は、プラン策定時（R5.10月）の令和６年度の見込み 

 

《目標２》安全安心で適切な下水処理 

目標指標（KGI） 

○ 放流水の水質基準適合率及び健全度の低い施設数は、目標達成を継続している。 

○ 基幹施設の耐震化率は、Ｒ６見込を達成した。 

区 分 R5 実績 R6 見込※１ R6 実績 R9 目標 

４放流水の水質基準適合率(％)※ 100 100 100 100 

５健全度の低い施設数※ 0 0 0 0 

６基幹施設の耐震化率(％) 50 62 65 85 
※１ R6見込は、プラン策定時（R5.10月）の令和６年度の見込み 
※２ 令和９年度までに達成する目標ではなく、毎年度達成する目標値 

中間指標（KPI） 

○ 放流水の水質は、目標達成を継続している。 

○ 更新済みの施設数は、一部工事の完成が遅れたため、Ｒ６見込を下回った。 

○ 耐震化済みの基幹施設数は、一部工事の完成を前倒したため、Ｒ６見込を達成した。 

区  分 R5 実績 R6 見込※１ R6 実績 R9 目標 

④放流水の水質（COD）（mg/l）※２ 7.6 15 以下 6.9 15 以下 

⑤更新済みの施設数 － 9 7 29 

⑥耐震化済みの基幹施設数 12 16 17 22 
※１ R6見込は、プラン策定時（R5.10月）の令和６年度の見込み 
※２ 令和９年度までに達成する目標ではなく、毎年度達成する目標値  
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２ 流域下水道事業会計の収支状況 

○ 損益収支は、プラン策定時と比べ、電気料金等の維持管理費が減少したことにより、

それに伴う市町負担金も減少している。損益収支は、73百万円のプラス。 

〇 資本的収支は、プラン策定時と比べ、更新工事の一部を令和７年度に繰り越したこと

などから、建設改良費が 1,059百万円減少している。資本的収支は、880百万円のマイナ

ス。（損益収支で留保される資金等で補填） 

〇 資金収支は、概ねプラン策定時の見込みどおり。流域関連市町負担金は、プラン策定

時と比べ、維持管理費や建設改良費の減により、568百万円の減となっている。 

■損益収支                             （単位：百万円） 

区分 
R5 決算

(a) 
R6 見込 

(b) 
R6 実績 

(c) 
R6 比較 
(c-b) 

増減理由（R6） 

営業収益(A) 5,597 5,974 5,570 ▲404 維持管理に係る市町負担金の減 

営業費用(B) 8,868 9,020 8,820 ▲200  

 
うち維持管理費 4,751 5,116 4,719 ▲397 電気料金等の減 

うち減価償却費 4,076 3,882 4,053 171 償却対象資産の増 

営業収支(C=A-B) ▲3,271 ▲3,046 ▲3,250 ▲204  

営業外収益(D) 3,497 3,292 3,478 186  

 うち長期前受金戻入 3,264 3,095 3,264 169 補助金を充当した償却対象資産の増 

営業外費用(E) 194 188 172 ▲16  

経常収支(F=C+D-E) 32 58 55 ▲3  

特別損益(G) 25 0 18 18 過年度損益修正による増 

損益収支(H=F+G) 57 58 73 15  

■資本的収支                             （単位：百万円） 

区分 
R5 決算

(a) 
R6 見込 

(b) 
R6 実績 

(c) 
R6 比較 
(c-b) 

増減理由（R5） 

資本的収入(I) 2,661 3,656 2,608 ▲1,048  

 うち企業債 519 808 608 ▲200 建設改良費の減による減 

資本的支出(J) 3,565 4,548 3,489 ▲1,059  

 うち建設改良費 2,256 3,358 2,299 ▲1,059 更新工事の繰越等による減 

 うち企業債償還金 1,309 1,190 1,190 0  

資本的収支(K=I-J) ▲904 ▲891 ▲880 11  

■資金収支等                             （単位：百万円） 

区分 
R5 決算

(a) 
R6 見込 

(b) 
R6 実績 

(c) 
R6 比較 
(c-b) 

増減理由（R5） 

期首資金残高 826 826 834 8  

当年度資金収支 8 0 18 18  

期末資金残高 834 826 851 25  

企業債残高 12,594 12,485 12,012 ▲473 借入額の減による減 

流域関連市町負担金 5,370 6,151 5,583 ▲568 維持管理費等の減による減 

※ R6 見込は、プラン策定時（R5.10 月）の令和６年度の見込み 
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資料２  目標達成に向けた取組状況【取組毎】 

取組１ 流域下水道への接続の推進 

区 分 進捗状況・評価 Ｒ７取組 

流域下水道への接

続の推進 

 

県営施設と市町等

の施設の統合 

＜進捗状況＞ 

○施設の統合に向けた設計・工事のほか、統合に

向けた概略検討や関係者協議を実施中 

区分 件数 
概略検討中 ２ 
関係者協議中 ２ 
設計中 １ 

計 ５ 

＜評価＞ 概ね順調 

○複数市町において課題整理中のため、計画に対

して一部に遅れが生じている取組もある 

市町等におい

て進捗に応じ

た取組の実施 

 （内訳） 

区 分 進捗状況・評価 Ｒ７取組 

①安芸衛生センターと

の統合 

（東部浄化センター） 

＜進捗状況＞ 

○安芸地区衛生施設管理組合において、基本

設計を実施 

設計 

②大内原地区農業集落

排水施設との統合 

（沼田川浄化センター） 

＜進捗状況＞ 

○東広島市において、課題整理中 
概略検討 

③和木浄化センターと

の統合 

（沼田川浄化センター） 

＜進捗状況＞ 

○三原市において、課題整理中 
概略検討 

④松永浄化センターと

の統合 

（芦田川浄化センター） 

＜進捗状況＞ 

○尾道市の施設の統合と併せて、福山市・尾道

市の両市内部で概略検討を実施 

関係者協議 

⑤広島市農業集落排水

施設との統合 

（東部浄化センター） 

＜進捗状況＞ 

○広島市において、課題整理中 
関係者協議 
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取組２ 下水道資源の有効活用 

区 分 進捗状況・評価 Ｒ７取組 

①消化ガス発電

事業 

＜進捗状況＞ 

○東部浄化センターにおいて、消化ガス発電事業を

継続中（事業開始：H31） 

令和６年度消化ガス売却収益 180百万円 

※事業主体である民間事業者に県は消化ガスを売却 

＜評価＞ 順調 

○収益の確保に貢献している 

継続実施 

②汚泥固形燃料

化事業 

＜進捗状況＞ 

○芦田川浄化センターにおいて、下水汚泥の固形燃

料化事業を継続中（事業開始：H29） 

令和６年度費用削減額 405百万円 

※費用削減額はセメント原料への再資源化費用比較 

＜評価＞ 順調 

○コスト縮減に貢献している 

継続実施 

③新たな汚泥処

理の推進 

＜進捗状況＞ 

○各浄化センターで発生する汚泥について、再資源

化を前提に、汚泥量や市場ニーズを踏まえた安定

かつ経済的な方法による今後の汚泥処分につい

て整理 

 東部及び芦田川：固形燃料化事業による処分を推進 

 沼田川    ：コンポスト化の拡大を推進 

＜評価＞ 順調 

○汚泥処分の安定的な処分やコスト縮減に取り組

んでいる 

東部浄化セン

ターへの固形

燃料化事業実

施に向けた概

略検討 

④未利用地の利

活用の推進 

＜進捗状況＞ 

〇各浄化センターの未利用地について、今後の活用

見込みや市場ニーズなどを踏まえた利活用策を

整理 

 

 ＜未利用地の利活用策＞ 

  東部及び沼田川：太陽光発電事業の導入に向けた取

組を進める。 

  芦田川    ：売却に向けた取組を進める。 

          売却が見込めない場合には太陽光

発電の導入に向けて取り組む。 

＜評価＞ 順調 

○未利用地の利活用による収入増やコスト縮減に

取り組んでいる 

未利用地の利

活用策に基づ

く取組の実施 
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取組３ ストックマネジメントの推進 

区 分 進捗状況・評価 Ｒ７取組 

①機械・電気設備

の更新 

 
令和９年度までの
５年間で 36 施設の
更新を実施 

＜進捗状況＞ 

○36施設中、７施設の更新が完了し、７施設の更

新に着手した 

区分 
Ｒ６年度末 

見込※ 実績 

更新済み 9 7 

着手済み 7 7 

未着手 20 22 

計 36 36 

※ プラン策定時の令和６年度末の見込み 

＜評価＞ 概ね順調 

○一部施設の更新完了に遅れがあるものの、概ね

順調に進捗している 

機械・電気設備

の更新 

②管路施設の更生 

 
令和９年度までに
5.9 ㎞の管路更生を
実施 

＜進捗状況＞ 

○令和７年度に工事着手する芦田川流域の管路更

生の設計を実施 

＜評価＞ 順調 

○目標に向けて順調に進捗している 

管路更生工事

の実施 

 

取組４ 新たな管理運営手法の導入 

区 分 進捗状況・評価 Ｒ７取組 

新たな管理運営手

法の導入 

＜進捗状況＞ 

○県における管理運営の見直しの考え方（体制・

手法）や見直しによる効果などの検討状況を取

りまとめた 

＜評価＞ 概ね順調 

○見直し方針案の取りまとめにあたっては、引き

続き、関係者と意見交換しながら、具体的な制

度設計や各種取扱いなどについて整理が必要 

引き続き、関係

者間で意見交

換を行い、本県

の実情に応じ

た管理運営の

見直し方針を

策定し、その具

体化に向けた

準備を実施 
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取組５ 下水道ＤＸの推進 

区 分 進捗状況・評価 Ｒ７取組 

①広域運転監視シ

ステムの導入 

＜進捗状況＞ 

○国が策定する下水道データの共通ルールの検討

状況について情報収集中 

＜評価＞ 概ね順調 

○国の動向に留意しつつ、システム導入に向けた

検討を進めることが必要 

情報収集の継

続及びシステ

ム導入の検討 

②管路管理システ

ムの導入 

＜進捗状況＞ 

○管路情報（位置、管種等）をデータ化し、管路管

理システムを構築した 

＜評価＞ 順調 

○データ化した管路情報の活用方法の検討が必要 

データ化した

管路情報のオ

ンライン上等

での活用の検

討 

③水質自動制御シ

ステムの導入 

＜進捗状況＞ 

○維持管理業務を受託する民間事業者において、

試験導入に向けたシステム整備が完了した 

＜評価＞ 順調 

○今後、試験導入の効果を踏まえ、本格導入の可

否について検討が必要 

試験導入によ

る効果等の検

証 

 

取組６ 水質基準の遵守 

区 分 進捗状況・評価 Ｒ７取組 

①水質基準の遵守 

＜進捗状況＞ 

○水量や水質の状況変化に応じた適切な下水処理

を実施し、水質汚濁防止法に基づく水質基準値

内で放流している 

＜評価＞ 順調 

○適切な下水処理を実施している 

適切な下水処

理の実施 

②水質自動制御シ

ステムの導入 

（再掲） 

＜進捗状況＞ 

○維持管理業務を受託する民間事業者において、

試験導入に向けたシステム整備が完了した 

＜評価＞ 順調 

○今後、試験導入の効果を踏まえ、本格導入の可

否について検討が必要 

試験導入によ

る効果等の検

証 
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取組７ 地震対策の推進 

区 分 進捗状況・評価 Ｒ７取組 

地震対策の推進 

 

基幹施設 26 施設の

地震対策を実施 

※令和９年度末まで

に 22 施設完了予定 

＜進捗状況＞ 

○26施設中、17施設の対策が完了し、５施設の地

震対策に着手した 

区分 
Ｒ６末時点 

見込※ 実績 

対策済み 16 17 

着手済み 7 5 

未着手 3 4 

計 26 26 

 ※ プラン策定時（R5.10月）の令和６年度末の見込み 

○国の依頼に基づき、新たに耐震化計画（R7～R11）

を策定した 

＜評価＞ 概ね順調 

○一部施設の着手に遅れがあるものの、概ね順調

に進捗している 

○耐震化計画において、国からの依頼内容も加味

した上で、計画期間中の耐震化の取組等を設定

している 

地震対策の推

進 

 

 


